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（２）意識調査の結果
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【R7学力調査受検者数】

R7　松江市学力調査分析シート 【松江市立 母衣小学校

教科 分析（成果○／課題●） 改善策（・）
〇話す・聞く力が強み。「インタビューで話の内容を捉える」９８％，「質問の工夫」約９０％と目
的をもって聞く力が高い。

●「書く・深く読む」が課題。「筋道を立てて文章を書く」約２４％，「自分の考えが伝わるように
書く」約２０％。
●「読むこと」の問題が課題。「文章を読んで理解したことを基に自分の考えをまとめる」約１
１％。

〇「数と計算」領域の問題，特に基本的な「小数のかけ算・わり算」の問題では，全国推定値
を上回っている。
〇同じように「分数のたし算・ひき算」の問題では，全国推定値を上回っている。

●「単位量あたりの大きさ」「比例」の問題全てで全国推定値を下回っている。
●「平均」の問題全てで全国推定値を下回っている。
●「分数のたし算・ひき算」の問題では，全国推定値を上回っているが，約分が必要になる
と，全国推定値を下回るようになる。

〇「話す・聞く（グループで話し合う）」は，７０～９０％と高く，特に「互いの立場や意図を明確
にしながら話し合う」は９０％以上で強みといえる。
〇「敬語の理解・使用」は約９７％と非常に高い。
〇「コミュニケーション力」は強みといえる。

●「文章全体の構成を考える」約２８％，「読んで理解したことを基に自分の考えを書く」約２
５％，「文と文の接続関係の理解」約１７％等が課題となっており，「深く読むこと」「論理的に理
解すること」「自分の考えとしてまとめること」が課題である。

〇「分数計算」…分数÷整数，分数同士の計算：７０～８０％台が多数ある。
〇「文字と式」…数量関係を式に表す：７０％前後。

●文章問題の理解が課題。「図を使って分数の除法の意味を説明」３５％前後。
●「変化と関係」領域の「比とその値」問題では全国推定値を下回り，３０％前後。

学力との相関が指摘されているもの／教育委員会として注目しているもの

【第5学年】

【第６学年】

第
５

学
年

国
語

【「考え」を書く活動の充実】
・個人思考をして書く，ペア対話をして書く　等
・テーマ，条件（要約，字数制限等）を踏まえて書
く　等
・考えをもち深める基盤としての読書活動の充実
（本校　貸出冊数市平均以下）

算
数

【意味理解を図る学習過程の充実】
・式の意味や式を立てた意図を表現する活動の
充実
・図，絵など数量の関係を多様に表現する活動の
充実

第
６

学
年

国
語

【「考え」を書く活動の充実】
※５年生と同じ

【論理的に考え表現する活動の充実】
・文と文の関係を理解して書く，構成を考えて書く
活動の充実

算
数

【意味理解を図る学習過程の充実】
※５年生と同じ

【「関係性」を説明する学習の充実】
・「関係性」を扱う単元では特に「説明＝アウトプッ
ト」を重視

＜傾向と今後の対策，分析＞
成果○：強み/伸ばしたい点    について  
課題●：弱み/改善を要する点 について

第5学年 76 名

第6学年 67 名

※欠席等により調査によって受検者数が異な
る場合は，最少の受検者数をもって表示

第
５

学
年

〇自己肯定感や将来への目標意識が高く，他
者貢献への意欲がみられる。
〇家庭学習や対話を通した主体的な学びが
市平均を上回っている。
●授業におけるICT機器の使用は市平均を下
回っており，学習効果を高めるための計画的・
効果的な活用が課題。

○「人の役に立つ人間になりたい」が市平均を
上回っており，他者貢献への意欲が育ってい
る。
●「自分にはよいところがある」「将来の夢や目
標をもっている」が市平均を下回っており，自
己肯定感や将来への見通しを高める取組が
必要。

第
６

学
年
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自分にはよいところがある

将来の夢や目標を持っている

人の役に立つ人間になりたい

家庭学習1時間以上（平日）

読書は好き

地域や社会をよくするために何かしてみたい

授業におけるICT機器の使用（週3日以上）

授業では課題の解決に向けて自分で考え自分から取り組む

話し合う活動を通じて考えを深めたり新たな考えに気付いたりする

総合の学習で自分で課題を立てて情報を集め整理し調べたことを発表する

本校 松江市
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